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筒
役
凶
十
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並
手
替
北
h
k
打
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っ
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百
放
徐
に
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御
座
候
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迷
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御
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御
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右
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右
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也
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滋
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よ
り
夜
中
世
刊
に
染
寄
.
十
七
日

米
明
よ
り
筒
役
舵
二
十
般
に
て、

二
4
E

悶
・
=
一
十
目
玉
の
抱
筒

E
以

て
無
遊
間
打
掛
巾
候
。
庇
品
川
八
般
盗
品

白
鳥
の
聞
に

諜
流
い
た
し

候
所
‘問
削
共
方
よ
り
衆
寄
せ
.庇
般
の
五
六
間
又
は
七
八
間
程
寄
侠

て
段
々
打
掛
、
ぽ
さ
棚
制
先
・
鍛
廻
り
・
棚
板
・関
帆
・本
帆
、帆
柱
水

警
を
し
る
。

一
.
心
に
い
や
し
き
時
は
、
脇
島
と
る
。
い
や
し
か
ら
ざ
れ
ば
‘
願

な
し
。

一、

心
に
一一ま
よ
ひ
あ
る
時
は
.
人
を
と
が
む
る
。
ま
上
ひ
な
き
時
は

と
が
む
る
事
な
し
。

一

心
K
紋
あ
る
時
は
、
分
を
安
歩
。
誠
な
き
時
は
分
を
安
ぜ
歩
。

可
取
小
股
器
十
五

役
相
動
皿
耳
目地
在
候
。
大
猷
院
桜
理
皐
御
好
被
遊
、
防
政
公
御
聞
申
問
好

の
都
御
間
被
遊
.
何
ぞ
御
作
り
被
上
候
桜

K
御
所
刊
誌
に
て
、

一
本
部

御
螺
被
気
上
候
旨
、

六
左
術
門

並
佐
々
木
道
求
・
板
律
検
校
等
賠
巾

候
。
秋
涯
話
。
百
首
御
詠
歌
は
飴
K
御
作
之
儀
、
横
山
山
披
守
長
知

葬
見
の
後
段
倣
有
之
候
陀
付
疑
無
之
事
。

思
而
忠
mz
.
従

mu
じ
浩
二
月
、
よ
取
柄
左
衛
門
録
制個
よ
り
併
問
寵
之
C

別
刷

ι

拍
之
。
御
恨
の
氷
に
山
総
守
提
如
よ
り
、
州
制
仙
根
と
巾
包
女
中
へ

の
抑
制
¢
あ
旬
。

一
、
写
保
三
年
間
関
図
給
打
桃
の
在
進

1L 
i¥， 




